
 

行 政 視 察 報 告 書 
 

令和６年１１月１８日  

 

長浜市議会議長 髙 山 亨 様 

 

                      長浜市議会議員    中川 リョウ    

 

 

 

私が出席した次の行政視察の結果について報告します。 

 

記 

 

１．視察等名   令和６年度議会活性化検討委員会・議会運営委員会合同行政視察研修 

２．視察期間  令和６年１０月３０日（水） 

３．視察場所及び目的 

①岐阜県可児市議会 

「議会改革・議会活性化について」 

 

 

 

 ４．調査内容感想等 

 

長 浜 市 議 会 

・視察の目的 

① 岐阜県可児市 ・ 議会改革の取り組みについて 

 

・視察の内容 

岐阜県可児市 

 □可児市の課題 

 １．急速な人口減少 

 ２．若い世代の都市部流出 

 ３．製造業ち中心の経済基盤 

 ★予算規模が小さくなる中、課題解決に向けて効率良く配分をしなければならない 
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長 浜 市 議 会 

そこが可児市議会の役割 

 

 □これまでの取り組み 

 □平成 23年２月に議会改革のための市民アンケートの実施 

  20歳以上の市民2000人を対象に政務活動費を活用して手作りで実施、回収率は 

  40％。５年に一度定期的にアンケートを実施している。 

 

★「議会の見える化」の推進する結論に至る 

①更なる情報公開の徹底 

②議会だよりを軸としてわかりやすい広報の展開、市民の意見を聞く意見交換会を実施 

★公式の可児市議会のインスタグラムを取得、市民の関心度を高める取り組み 

□議論の充実 論点や争点を明確にし、執行機関や傍聴者にわかりやすくするための取 

り組みを推進 

一般質問、質疑で一問一答方式の導入、反問権、自由討議、議場モニター（スクリーン） 

の活用 

□4つのサイクルアニュアルプラン 

1、議会運営サイクル 

前期提言から次期提言（任期）までに議長マニフェスト、議会課題を一年ごとに引き継 

ぎをして 4年後の次期提言に繋げるサイクル。 

議長の立候補制度を導入しており、前議長からの引き継ぎに対してどうしていくのか？ 

所信表明演説を活用して思いを伝えることにしている。 
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長 浜 市 議 会 

2、予算決算審査サイクル 

予算決算委員会（議員 20名で構成、議長副議長は除く）で毎年年末ごろに提言を行な 

っている（議会からの要望事項）重点事業説明シートと重点事業点検報告書を活用して 

いる。行政評価も加味している。 

決算審査による予算編成への提言を実現されている。 

 

3、意見聴取、反映サイクル 

市民に対して春、秋に報告会や地域課題懇談会、各種団体との懇談会を実施してそれぞ 

れの常任委員会において執行部に政策提言を実施。 

課題調査、進捗管理、課題整理、議論、提言というスキームを使っている。報告会は主 

に意見聴取に重点に置いている。 

完全オンラインの議会報告会の実施などICTを活用した事業も実施済み 

 

4、若い世代との交流サイクル 

高校生議会、模擬選挙、地域課題懇談会、ママさん議会の④つのサイクル。様々な世代 

や主婦などの各分野と議会が進んで交流を持つサイクルを持っている。 

他にも商工会議所青年部の子供のお仕事体験に出展や産業フェアにも出展して議会活 

動を PRしている。 

 

□その他 

委員会代表質問の実施 
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長 浜 市 議 会 

報告会などでいただいたお意見を委員会で調査研究を重ね、議員個人ではなく、委員会 

で実施する。緊急性、必要性を勘案して委員会の全会一致で内容を決定する。留意点は 

委員会内において十分に調査研究すること。我々長浜市議会では代表質問を実施してい 

るため、役割分担や相違点を明確にしておかなければならない 

 

□情報発信の取り組み 

アンケート結果を反映して議会だよりの配布を行なっている。ホームページの他にも 

Googleカレンダーを活用して会議日程の公表、facebookで最新情報を発信、YouTubeで 

委員会の様子などを発信している。またFMラジオの活用も実施している。 

広報と広聴でチーム分けをして役割分担をしている。 

 

□その他 

★オンライン会議の整備については開催基準を要綱に追記する予定。 


